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問　題

乳児の感情発達は、養育者が乳児の発する感情

のシグナルをどのように読み取り、それをどのよ

うに自分の言葉に置き換え、そしてそれを乳児に

どのようにして伝えるかに依存する（Inoue, Hamada, 

Fukatsu, Takiguchi, & Okonogi, 1993）。このよう

な養育者による感情の読み取りに基づく相互作用

における経験の違いは、養育関係を超えて、幼児

期の社会的行動の違いとして表れてくる （Sroufe, 

1983）。またStern （1985） は、乳児期の養育者と

の相互作用の経験は、その後に出会う重要な他者

との関係における自己のワーキング・モデルの基

礎となるとし、その重要性を指摘している。

養育者が乳児の感情をどのように読み取るか

を効果的に調べる方法として、IFEEL Pictures

（Infant Facial Expressions of Emotion from Look-

ing at Pictures, IFP） testがEmde （1993） によって

開発されてきた。IFPでは、回答者に 1歳児のさ

まざまな表情写真を見せ、表出されている感情が

何かを尋ねる。写真の乳児の表情のほとんどは日

常生活でよく見られるもので、はっきりしない弱

い表出であったり、複数の感情が混ざっていたり

する。このため感情の読み取りにおいて、1つの

表情は多くの異なる感情があてはまりうる多義的

な性質をもつ （Butterfield & Ridgeway, 1993）。そ
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して、反応の全体的なプロフィールに回答者の感

情性が投影されることになるのである。このため

IFPは、さまざまなリスクをもつ母親がつくる養

育環境の違いの検討に用いられてきた。Zahn-

Waxler & Wagner （1993） は、抑うつの母親は自分

の乳児の表情を恐怖と捉えやすく、喜びと捉え

づらいことを示した。また、潜在的に虐待の可能

性のある親 （Butterfield, 1993） や、未熟児の親

（Szajnberg & Skrinjaric, 1993）、若年の親 （Osofsky 

& Culp, 1993） などの乳児感情の読み取りに、系

統的な違いがあることも示されてきた。

このテストは様々な文化でも用いられてきた

（Hiltunen, Moilanen, Szajnberg, & Gardner, 1999; 

Inoue et al., 1993; Knezevic & Jovancevic, 2004; 

Szajnberg, Skrinjaric, Vidovic, & DeZan, 1994）。 

Inoue et al. （1993） は、 日本人のための新しい写真

のセットを開発し、日本版 IFEEL Pictures （JIFP）

と名づけている。JIFPの結果は IFPと有意な相関

をもち、JIFPを用いた日本の研究では、乳児感

情の読み取り方が自子の性別 （長屋，2005） や育

児困難感 （小原，2005） によって異なることが明

らかにされている。

筆者は、表情からの乳児感情の読み取りの神経

学的基礎に関する研究を行っている。すでに行わ

れている表情認知に関わる神経学的研究は、ほと

んどの場合成人の表情写真が用いられており、扁

桃体、帯状回、上側頭皮質、体性感覚皮質、島皮

質、前頭眼窩皮質など、多くの皮質または皮質下

の部位の活動が関わっていることが知られている

（Adolphs, 2002; Vuilleumier & Pourtois, 2007, for 

review）。乳児表情の認知についてもいくつか研

究があり、Nishitani, Doi, Koyama, & Shinohara

（2011） は母親が乳児の表情を見ている時に右前

頭前野が活動することを示した。

しかし養育者は日常、乳児の表情を見るだけで

は終わらない。多くの場合、乳児が表す多義的な

表情に対し、何らかの精神的な努力をして明示的

な読み取りをし、それに応じて行動する。このよ

うな感情の読み取りに関わる神経活動については、

成人の表情を用いた研究がわずかにあるだけであ

る。そこでは表情を見ているだけのときよりも、感

情の判断を明示的に求められたときに前頭眼窩皮質

の活動が増加することが示されている（Nakamura, 

Kawashima, Ito, Sugiura, Kato, Nakamura, & Kojima, 

1999; Narumoto, Yamada, Iidaka, Sadato, Fukui, 

Itoh, & Yonekura, 2000）。また、多義的な表情の

読み取りにおいて前頭眼窩皮質が重要な役割を担

うとする指摘もある （Heberlein, Padon, Gillihan, 

Farah, & Fellows, 2008; Nomura, Iidaka, Kakehi, 

Tsukiura, Hasegawa, Maeda, & Matsue, 2003; 

Tsuchida & Fellows, 2012）。では、乳児の多義的

な表情からの感情の読み取りについても前頭眼窩

皮質が深く関わっているのだろうか。

そこで松澤 （2014） は、女子大学生を対象に、

JIFPの乳児表情写真を見て感情の読み取りを

行っている際の前頭前野の活動を計測した。脳活

動の計測には、さまざまな脳神経イメージング法

の中で安全で簡便な、多チャンネルの近赤外分光

法 （NIRS） を用いた。その結果、感情の読み取り

をしているときに前頭眼窩皮質を含む前頭前野の

広い領域に有意な賦活がみられた。しかし、この

研究は実験計画や分析方法の問題が指摘され、ま

た同時に脳活動に大きな個人差があることも確認

された。そこで今回は、実験計画を改善したうえ

で、脳活動の個人差に焦点を当てて研究を行うこ

ととする。

すでに述べたように、IFPに対する感情の読み

取りには個人差があり、養育リスクや育児困難感

との関連が指摘されている （Butterfield, 1993; 長

屋 , 2005; 小原 , 2005; Osofsky & Culp, 1993; Szajn-

berg &Skrinjaric, 1993; Zahn-Waxler & Wagner, 

1993）。一方で IFPは、反応の分類方法について

議論が続いている。IFPを開発したEmde （1993）

とその研究グループは、反応を情緒カテゴリー

（驚き、喜び、悲しみ等） に分類し、これにならっ

て JIFPの実施マニュアル （日本 IFEEL Pictures研

究会，2005）には、分類基準として18の情緒カテ

ゴリーが掲載されている。それに対し、長屋

（2009） は母子の情緒的応答性の質的な特徴に注

目した 7つの関係性評価カテゴリー （Table 1） を

考案し、その有用性を指摘している。例えば、岩

田・森岡・長屋 （2013） は関係性評価カテゴリー

に基づく母親の感情読み取りの特性は、行動観察

から得られた母子相互作用評価の傾向と一貫した

特徴を示していることを明らかにしている。

本研究では、まずNIRS計測を行いながら JIFP

の乳児表情写真を見て、写真の乳児の感情がポジ

ティブかネガティブかを 2者択一で手元のボタン
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はなく、右利きであった。実験参加に先立ちそれ

ぞれの参加者から同意書への署名を得た。

刺激図版

日本 IFEEL Pictures研究会の許可を得て、日本

版 IFEEL Pictures （JIFP） の30枚の写真を用いた。

写真は12ヶ月齢の日本人乳児のさまざまな表情

から成る。JIFPは冊子体であるが、パソコンを

用いた実験課題を実施するために 1頁ずつスキャ

ナでパソコンに読み込んだ。モニタに呈示される

写真のサイズは12.5cm×8.2cmとした。30枚の

写真は10枚ずつの 3グループに分けた。その際、

各グループの写真は、長屋 （2009） が調査した各

写真の快・不快得点の平均と分散がほぼ等しくな

るようにした。なお JIFPの冊子は、実験課題終

了後に各写真への自由回答を得るためにも用いた。

実験課題の手続き

NIRSのプローブを装着後、参加者は約56cm離

れたモニタの前に座り、感情読み取り課題と性別

で回答する実験課題 （感情読み取り課題） を行う。

2者択一を用いるのは、回答を最小限の動作で行

うことで脳活動計測のアーチファクトを取り除く

ためである。しかし、この方法では読み取りの個

人差を把握することが難しいため、課題終了後に

写真をもう一度見て、写真の乳児が表している感

情について自由に回答するという手続きをとる。

この自由回答については関係性評価カテゴリーを

用いて分類し、分類された読み取りの特性が実験

課題における前頭前野の活動の個人差とどのよう

に関連しているのか検討する。なお脳活動の計測

には、松澤 （2014） と同様に前頭前野をターゲッ

ト領域として多チャンネルの近赤外分光法 （NIRS）

を用いる。

方　法

参加者

昭和女子大学の20～23歳 （平均21.5歳） の健康

な女子学生14人が参加した。いずれも出産経験

Table 1　関係性評価カテゴリー （長屋，2009）

カテゴリー名 定義 反応例

D 逸脱

1歳児としては不適切な感情．過剰な
明細化・特殊化．逸脱した言語表現．

刺激図版から離れた反応．

親の様子をうかがっている，企んでいる，強い警戒

心，強い恐怖心

OS 対象希求

子どもが二者関係の中で感じている感

情・情緒．相手の関心を引く行動．遊

び相手として，あるいは聴衆・観衆と

して他者を求めている反応．

甘えている，行かないで，見てもらいたい，○○がい

て嬉しい，遊んで欲しい，かまって欲しい，得意・自

慢，「やったー」などの台詞，威張る，お茶目，おど

けている，頑張る

FN 欲求

子どもが要求・欲求を感じていたり，

欲求が満たされない状況，理由を述べ

て否定的感情を説明する反応．

○○して欲しい，自己主張，わがまま，物を返して欲

しい，やきもち，いたずらしたい，うらやましい，

むっとしている，駄々をこねている，我慢している，

すねている，悔しい，不満

BE 基本的情緒 子どもの情緒を示す反応．

嬉しい，怒ってる，悲しい，楽しい，怖い，驚き，恥

しい，不安，人見知り，安心，安定，退屈，嫌だ，満

足，興奮，ふざけている，落ち込んでいる，照れる

PS 生理
子どもの生理的な状態，およびそれに

伴う快・不快感覚について述べた反応．

眠い，疲れた，おなかがすいた，痛い，寝起きで

ぼーっとしている，機嫌が悪い，気持ちがいい，気持

ちが悪い，穏やか，あくび，おいしい

AC 思考・集中

子どもがひとりで考えたり，集中して

何かを行っている様子について述べて

いる反応．

悩んでいる，困っている，考えている，一生懸命遊ん

でいる，集中している，疑問，反省，後悔，興味，好

奇心，話を聞いている，面白い，不思議

SD 状態

子どもの動作・表情の説明に留まり，

情緒について述べない反応．子どもの

状態を説明する反応．

くしゃみをしている，（○○を） 見ている，振り向く，
ポーズをとる，泣いている，笑っている，ぼーっとし

ている，何も考えていない，普通の状態，おすまし

R 反応拒否 反応不能　反応拒否
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30mm間隔で配置され、時間解像度は0.76Hzであ

る。ヘッドセットは、国際10-20法に準拠しFpz

を中心に装着した。16チャンネルを用いて前頭

部のデータ計測を行った。Pre-test10秒、test70

秒、Recovery60秒、Post-test10秒としてベース

ライン補正を行った後、高速フーリエ変換を用い

たローパスフィルター （0.05Hz） によって微細な

体動の影響を取り除いた。分析には IBM SPSS 

Statistics 22 （IBM製） を用いた。なお、参加者の

うち 2名のチャンネル 1と 2、ならびに他の 1名

のチャンネル16は、頭髪の影響で計測できなかっ

た。

JIFPへの自由回答

課題終了後、参加者に JIFPの冊子と回答用紙

を手渡し、標準的な手順で JIFPを実施した （日本

IFEEL Pictures研究会，2005）。参加者には「こ

こに先ほどの実験課題で見たのと同じ30枚の赤

ちゃんの写真があります。この写真の赤ちゃんが

表している、一番強くてはっきりしている感情・

情緒はどのようなものでしょう。あなたの心に最

初に浮かんだ言葉をできるだけひとつの単語で書

いてください」と教示した。JIFPに対する回答

は、長屋 （2009） の 7つの関係性評価カテゴリー

（Table 1） に従って 2名の評定者が独立に評定し

た （一致率87％）。評定者間の不一致があった場

合には合議により決定した。

判断課題 （統制課題） を行った （Figure 1）。感情

読み取り課題では、乳児の表情写真がモニタに3s

呈示された後、固視刺激 （＋） が3s呈示された。

参加者はこの6sの間に乳児の感情がポジティブ

かネガティブかを手元のボタンで回答した （2件

法）。性別判断課題では、感情読み取り課題と同

じタイミングで提示される乳児の表情写真を見

て、乳児の性別が男子か女子かを手元のボタンで

回答した。なお、回答には正しいとか間違ってい

るというものはないので、心に最初に浮かんだ方

を回答するよう教示した。

課題は10試行を 1ブロックとした。参加者は

それぞれの課題について 5試行ずつ練習を行った

後、性別判断課題→感情読み取り課題→性別判断

課題の順に計 3ブロックを行った。各ブロックで

は 3グループの写真のいずれかをランダムに用い

た。なお、ボタンを押して回答する際には、なる

べく上体を固定し、目や頭も動かさずに指だけで

反応するよう依頼した。なお参加者 4名におい

て、機器のトラブルによりボタン押し反応の記録

ができなかった。

NIRS計測

課題を行っている際の前頭前野における酸化ヘ

モグロビン （oxy-Hb） の濃度の変化量が、OEG-16

（Spectratech Inc.製） を用いて計測された。この

装置は2波長 （770nmと840nm） の近赤外光を使

用しており、照射プローブと検出プローブは

Figure 1  実験課題のデザイン
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Figure 2　各参加者の課題中の酸化ヘモグロビン濃度の変化量の推移 （mMmm）
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答の数 （最大値30） について、度数分布と基本統

計量をTable 3, 4に示す。 実験課題において、ほと

んどの参加者は約半分の写真に対しポジティブと

反応したが、1名はほとんどの写真をネガティブと反

応した。また、自由回答では基本的情緒 （BE）

の回答が突出して多く、次いで思考・集中 （AC）

の回答が多かった。逸脱 （D） や対象希求 （OS） の

回答はしない者のほうが多かったが、逸脱反応を

3回、対象希求反応を 4回する者がおり、それぞ

れ別の参加者であった。反応拒否 （R） がみられた

のは 2名のみであった。

NIRSデータと感情読み取りの特性との関連

感情読み取り課題中のOxy-Hb濃度の変化量の

平均 （課題中のサンプリングポイントで計測され

た値の平均） とポジティブ反応数、ならびに自由

回答の各カテゴリーへの反応数との関連につい

て、スピアマンの順位相関検定を行ったところ、

ポジティブ反応数、対象希求 （OS）、基本的情緒

（BE）、逸脱 （D） において有意あるいは有意傾向

の相関関係が確認された （Table 5）。もっとも強

い関連が見られたのがポジティブ反応数であり、

右端と中央のチャンネルのOxy-Hb濃度が増加し

た者ほどポジティブ反応を多くした。また、対象

結　果

NIRSデータの分析

参加者14名の課題中のoxy-Hb濃度の変化量の

推移をFigure 2に示す。参加者の多くはどのチャ

ンネルにおいても感情読み取り課題中に大きな濃

度の変化を示さなかったが、何人かの参加者は濃

度が著しく増加したり、減少したりしており、ま

たこのような個人差にはチャンネルによる違いも

みられた。

それぞれのチャンネルで感情読み取り課題中に

有意なOxy-Hb濃度の変化がみられたかを分析す

るために、まず各人のPre-test10秒間と test70秒

間のOxy-Hb濃度の変化量の平均 （各時間内のサ

ンプリングポイントで計測された値の平均） チャ

ンネルごとに算出した。この値を用いて t 検定を

行ったが、いずれのチャンネルにおいても有意な

差は示されなかった （Table 2）。

感情読み取りデータの分析

実験課題における乳児の10枚の写真に対する

感情読み取りのうちポジティブと反応した回数

（最大値10） と、課題終了後に行った30枚の写真

への自由回答のうち各カテゴリーに分類された回

Table 2　感情解釈による酸化ヘモグロビン濃度の変化の有無の検定

Pre－test
Emotion

interpretation

channel n M （SD） M （SD） t－test

1 12 .0003 （.0013） －.0008 （.0819） t （11）＝.05, n.s.
2 12 .0002 （.0015） －.0038 （.0680） t （11）＝.20, n.s.
3 14 .0004 （.0017） －.0056 （.0713） t （13）＝.31, n.s.
4 14 .0009 （.0021） －.0126 （.0870） t （13）＝.57, n.s.
5 14 .0001 （.0017） －.0111 （.0698） t （13）＝.60, n.s.
6 14 .0007 （.0018） －.0243 （.0986） t （13）＝.94, n.s.
7 14 .0005 （.0020） －.0046 （.0793） t （13）＝.24, n.s.
8 14 .0000 （.0013） －.0074 （.0676） t （13）＝.41, n.s.
9 14 .0000 （.0027） －.0114 （.0872） t （13）＝.48, n.s.

10 14 .0002 （.0013） －.0014 （.0603） t （13）＝.10, n.s.
11 14 .0001 （.0016） －.0042 （.0722） t （13）＝.22, n.s.
12 14 .0001 （.0016） －.0046 （.0703） t（13）＝.25, n.s.
13 14 .0000 （.0025）  .0160 （.0659） t （13）＝.90, n.s.
14 14 .0001 （.0017）  .0051 （.0617） t （13）＝.30, n.s.
15 14 .0004 （.0016） －.0029 （.0640） t （13）＝.19, n.s.
16 13 .0004 （.0017） －.0089 （.0599） t （12）＝.55, n.s.
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考　察

前頭前野の活動について

感情読み取り課題中の前頭前野のNIRS計測か

らは、どのチャンネルにおいても有意な賦活を観察

することはできなかった （Table 2）。松澤 （2014）

が異なる実験計画で課題中の脳活動を計測した際

には、前頭眼窩皮質を含む前頭前野の広い領域に

有意な賦活を観察したが、この結果は松澤（2014）

希求 （OS） は左右の広い範囲においてOxy-Hb濃

度の変化量と負の相関があり、Oxy-Hb濃度が減

少した者ほど対象希求反応を多くすることが示さ

れた。左端のチャンネルのOxy-Hb濃度の変化量

は基本的情緒反応 （BE） と正相関の傾向がみら

れ、この部位のOxy-Hb濃度が増加した者ほど基

本的情緒反応を多くした。逸脱反応 （R） との関連

も左側のチャンネルで見られたが、非常に弱いも

のであった。

Table 3　乳児表情写真 （ JIFP） に対する感情解釈の度数分布

frequency positive
resp

response category

D OS FN BE PS AC SD R

0 9 9 1 1 1 6 12
1 4 2 2 2 3 1
2 1 2 3 3
3 1 3 3 1 2
4 3 1 3 3 2
5 3 3 1 4
6 3 2 3 1
7 2 1
8 1
9 1

10 1
11 －

12 － 2
13 － 3
14 － 2
15 － 1
16 － 1
17 － 1
18 －

| －

22 － 1
| －

27 － 1
28 －

Table 4　乳児表情写真 （ JIFP） に対する感情解釈の基本統計量

positive
resp

 response category

D OS FN BE PS AC SD R

M 4.70 0.50 0.71 3.14 14.43 3.93 5.07 1.64 0.57
（SD） （1.25） （0.85） （1.20） （1.96） （5.27） （1.77） （2.30） （1.98） （1.87）

min. 2 0 0 0  5 1 0 0 0
max. 6 3 4 6 27 7 10 6 7
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乳児表情写真に対する感情読み取りについて

実験課題の感情読み取りでは、乳児表情写真に

対しポジティブかネガティブかの 2者択一で回答

し、課題終了後に再度写真をみて乳児の感情につ

いて自由に回答した。感情読み取り課題での反応

と自由回答の分類結果にはいずれも個人差がみら

れた （Table 3, 4）。

課題中のポジティブ反応数は、10回中 4～6回

の者がほとんどだったが、2回と非常に少ないも

のもいた。同じ乳児の表情を見ても、それをポジ

ティブと捉えるかネガティブと捉えるかでは、そ

の乳児に対する態度が大きく変わってくるだろ

う。Zahn-Waxler & Wagner （1993） は抑うつな母

親は乳児の表情をポジティブに捉えづらいことを

指摘している。

30枚の写真に対する自由回答は、ほとんどの

参加者では 7つのカテゴリーのうち基本的情緒

（BE） にあたるものが 3分の 1以上を占め、それ

以外は思考・集中 （AC） や生理 （PS）、欲求 （FN）

に分類された。なかには基本的情緒反応 （BE）

が半分以上を占める者もおり、母親を対象にした

先行研究 （岩田ほか，2013；長屋，2009） よりもこ

のカテゴリーの平均反応数とばらつきが大きかっ

た。相対的にそれ以外のカテゴリーは反応数が少

なく、ばらつきもやや小さい傾向となった。基本

も議論しているとおりアーチファクトであった可

能性が高い。ただし、成人写真を用いた多くの研

究が表情認知における前頭前野の役割を指摘して

きており （Adolphs, 2002; Vuilleumier & Pourtois, 

2007, for review）、 特に眼窩皮質は明示的な感情判

断や （Nakamura et al., 1999; Narumoto et al., 2000）

や多義的な表情に対する感情判断（Heberlein et 

al., 2008; Nomura et al., 2003; Tsuchida and Fellows, 

2012,） と関連することが示されている。また、他

の研究では乳児表情写真の観察による前頭前野の

活動も認められており （Lenzi, Trentini, Pantano, 

Macaluso, Iacoboni, Lenzi, & Ammaniti, 2009; 

Nishitani et al., 2011）、本研究の結果はこれらと

矛盾することになる。この理由としてまず考えら

れるのは、 本研究で用いた脳活動測定装置 （NIRS）

の感度の問題か、あるいは実験課題の手続きの問

題であろう。一方、各参加者のOxy-Hb濃度の変

化を時系列でみていくと、かなりの個人差が見て

とれた （Figure 2）。NIRSを用いて短時間の感情

読み取り課題で計測された前頭前野の脳活動の個

人差が、感情読み取りの特性と関連するならば、

用いた脳活動測定装置の問題でも実験課題の手続

きの問題でもなく、前頭前野の反応性が乳児感情

の読み取りの個人差を説明する脳領域であること

が示唆されることになるだろう。

Table 5　感情解釈課題中の酸化ヘモグロビン濃度の変化量と乳児表情写真 （ JIFP） に対する感情解釈との関連

channel positive
resp

response category

D OS FN BE PS AC SD R

1 .710* －.134 －.525† －.161 .464 －.284 －.112 －.365 .215

2 .555 －.353 －.601* －.211 .541† －.170 －.054 －.503† .075

3 .711* －.164 －.483† －.013 .341 －.304 －.083 －.300 .213

4 .472 －.065 －.653*  .129 .425 －.413 －.388 －.237 .213

5 .573† －.338 －.442 －.087 .336 －.031 －.157 －.276 .206

6 .459 －.231 －.596* －.054 .385 －.382 －.265 －.311 .173

7 .497 －.325 －.586* －.196 .562* －.243 －.327 －.417 .213

8 .610† －.203 －.306  .004 .356 －.078 －.206 －.341 .307

9 .673* －.338 －.424 －.071 .416 －.114 －.049 －.479 .346

10 .510 －.426 －.434  .038 .423  .054 －.193 －.290 .191

11 .510 －.460† －.452 －.022 .467† －.031 －.285 －.313 .090

12 .510 －.304 －.522† －.114 .449 －.011 －.159 －.332 .213

13 .308 －.060 －.593*  .299 .367 －.286 －.415 －.088 .083

14 .535 －.307 －.545* －.016 .589* －.306 －.377 －.445 .292

15 .334 －.473† －.627* －.170 .560* －.002 －.276 －.366 －.036

16 .433 －.386 －.490† －.385 .651* －.003 －.263 －.525† .463

Rank correlation analysis: †p<.10,　*p<.05,　**p<.01
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2011）、基本的情緒反応 （BE） に関する本研究の

結果はそれらの先行研究と一貫するものであっ

た。つまり、乳児の表情から基本的情緒を読み取

る傾向がある人は、表情を読み取るときに左前頭

前野を活性化させ、基本的情緒を読み取っていく

と考えられる。

一方で、言葉を話さない乳児に対しては、周囲

の大人はその表情から基本的情緒だけでなく、さ

まざまな欲求を読み取る。特に対象希求 （OS） は

「甘えたい」「見てて」などのように、子どもには

日常的にみられる情緒的な相互作用を求める欲求

であり、養育者はこれに基づき情緒的な支援を行

う。乳児の表情から対象希求を読み取る傾向があ

る人は、表情を読み取るときに前頭前野の血流を

低下させるようである。血流の低下の意味ははっ

きりしないところもあるが、他の部位での賦活に

よる血流の増加を補うためと考えるのが一つの解

釈である。よって本研究の結果からは、乳児の表

情からの対象希求の読み取りは前頭前野とは別の

部位が担っている可能性が示唆される。今後全頭

の脳活動計測によって、それがどの部位なのかを

検討するのが重要な課題となるが、この研究では

前頭前野の血流の低下が対象希求の読み取りと関

連することが示唆された点で十分意義深いと考え

る。なぜなら、乳児の表情を見たときにどのよう

な読み取りを行いやすいかが、前頭前野の活動性

と関連している可能性が示されたからである。

ポジティブ反応と右前頭前野の活動との関連

も、この領域が感情読み取りの特性と関連するこ

とを示す興味深い結果である。ただし、このよう

な読み取りの個人差と関わる脳部位についての先

行研究がほとんどないため、この結果について議

論することは難しい。しかも、機器のトラブルに

より非常に少ない人数のデータしか分析すること

ができなかった。右前頭前野の活動とポジティブ

反応との関連については、今後データを増やして

確認していく必要があると考える。

本研究は非常に限られた数の女子大学生を対

象とした結果であり、信頼性に欠けるという問題

はあるものの、乳児の表情に対する感情読み取り

の特性と前頭前野の活動との関連の可能性は示唆

されたといってよいであろう。養育者の感情読み

取りの特性は実際の養育行動、ひいてはその子ど

もの感情発達を規定する重要な要因と考えられ

的情緒反応 （BE） は、子どもとの関係性について

読み取ることなく、子どもの情緒の状態を述べた

ものである。乳児と関わる経験の少ない女子大生

が、関係性を含まない反応を多くするのはもっと

もなことであり、長屋 （2009） でも同様の傾向が

示されている。ネガティブな反応が多くなければ

問題ないとされる。

対象希求 （OS） や逸脱 （D） の反応はしない者の

ほうが多かったが、対象希求反応 （OS） を 4回、

逸脱反応 （D） を 3回する者がおり、それぞれ別

の参加者であった。対象希求反応 （OS） は、子ど

もからの情緒的な相互作用の促しに対する敏感さ

を示し、母親では約95％の者が 1回以上の反応を

示すとされるが、女子大学生ではそこまでは出現

しない （長屋，2009）。今回この反応をした者は全

体の約 3分の 1と少数派であり、乳児と関わる経

験の多さと関連するかもしれない。この反応が過

剰に多い場合には、子どもとの心理的距離をもっ

て関係を維持することが難しいとされる。逸脱反

応 （D） は、1歳児の表情としては不適切、あるい

は特殊な反応を指し、長屋 （2009） が育児不安・

育児困難な状態にある母親の反応例の検討によっ

て作成したものであり、やや心配な反応と位置づ

けられる。ただし、実際の乳児についての知識の

ない女子大学生には母親より多く見られることが

知られている。

乳児感情の読み取りの特性と前頭前野の活動との

関連

感情読み取り課題における前頭前野のOxy-Hb

濃度の変化量と乳児表情写真に対する感情読み取

り反応や自由回答との関連を検討した。感情読み

取りの特性が、感情読み取り課題を行っている際

の前頭前野の活動とどのように関連しているのだ

ろうか。Table 5に示したように、ポジティブ反

応を多くしたものほど前頭前野の右端と中央部の

活動が増加した。また、対象希求 （OS） は前頭前

野の広い範囲での活動の減少と、基本的情緒反応

（OS） は左端の活動の増加と関連していた。逸脱

反応 （D） は左側の活動の増加と関連したが、非常

に弱いものであった。

乳児表情を観察したり、基本的情緒を判断させ

たりした先行研究では、参加者の前頭前野の賦活

を報告しており （Lenzi et al., 2009; Nishitani et al., 
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